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これを平和を求める日本人とパレスチ
ナ人を結ぶ『平和の伝書鳩』になること
を願って、できれば来年の再訪時まで展
示をお願いしました。

今回の「子供ワークショップ」は、成
功しました。私達の活動のウイングを「子
供」まで広げることができるかどうかの

『試金石』であったこの活動の成功を札
幌に持ち帰り、次回へ向けた取り組みを
準備したいと思います。

７）在宅医療の実践
診療中に往診の依頼が入り、診察を一

時中抜けして、キャンプ内の往診に出か
けました。

79 歳の男性で、肺炎治療後の廃用症
候群の患者さんでした。自宅で実施可能
なリハビリ訓練を実演し、同席していた
息子さんにその方法を教えて協力を求め
ました。快く受け入れてくれながら・・・・
患者さんが、絞り出すような声で・・・

「Thank	you	very	much」と言っていたこ
とが今でも私の耳元に残っています。

今では、在宅医療が十分保障されない
多くの患者さんが難民キャンプの寒い家
の中で、「抑圧と忍従」を強いられてい
るのではないかと思います。

次に、椅子から転落して動けない患者
さんの往診が入りました。サリム先生、
看護師さんと一緒に出かけました。診断
結果は、骨折はなく、筋断裂（肉離れ）
でしたので安心しました。

が、その家の屋上に上がると、シュア
ファット難民キャンプを囲む長い「分離
壁」がはっきりと見えるではありません
か。手前の「みどりの木々」は、2003
年までは、パレスチナの土地であったも
のが、今では入植者が侵入し、現在の高
さ 8m の「分離壁」が作られてしまいま
した。もちろんこれもイスラエルの『入
植地政策』とイスラエル軍に守られてい
の結果なのです。

それまでパレスチナ人が住んでいる
土地に、あるとき入植者がやってきて

「ここは自分たちの土地だから出て行
け・・・・」と銃剣を盾に土地の奪取を
図る・・・・・・・

これは、戦前、日本が中国大陸や朝鮮
半島で行った「植民地政策」の実態に似
てはいないだろうか、そして、それは戦
後の沖縄でアメリカ軍が銃剣とブルトー
ザーで住民の土地を奪い、米軍基地を建
設してきたことに似てはいないだろう
か・・・・・。こうしたことを思いながら、「分
離壁」を睨みつけ沖縄の辺野古新基地建
設反対運動へ思いをはせる時間が持てま
した。

札幌での在宅医療でも同様ですが、患
者さんの家に足を運ぶことは、患者さん
の生活とその環境を実際に見ることので
きます。難民キャンプの住民を生活その
ものから把握する上でも大変重要な取り
組みなのです。

Ⅲ　エルサレムの状況

１）イスラム教の聖地＝アルアクサモス
クをめぐる状況

そもそも 2015 年 10 月からパレスチ
ナ西岸で緊張が高まった原因の一つがこ
のアクサモスクをめぐるイスラム教徒と
入植者の衝突でした。

私達には、想像もできないことですが、
ユダヤの入植者たちが、イスラム教の聖
地であるアクサモスクに乱入し、めちゃ
くちゃに破壊したのでした。それに抗議
するパレスチナの若者たちとの間で衝突
があり、その後、それに続く一連の事態
が進行しているのです。武器なきパレス
チナ人は、ナイフと小石・・・対するイ
スラエル軍はマシンガンを始めとした強
力な武器でパレスチナ人を弾圧していま
す。

10 月以来すでに 80 名を超えるパレス
チナ人がイスラエル軍に射殺されている
のです。
「テロリスト」との疑いを口実に、街

中での「尋問」のやり放題なことは、前
回の FaceBook で紹介したとおりです。

今回、ユダヤ教の「嘆きの壁」を通
り、検問を受けて長い通路を歩かされて、
やっとアクサモスクと岩のドームのある
広場に辿り着きました。

そこでのイスラエル軍の警備は、厳重
すぎるほど厳重です。

そんな中で、50 人ぐらいの女性のグ
ループ、５~10 の老人のグループが青空
の下で「学習会」を開催していました。
そこへ、イスラエル軍と治安警察に守ら
れた入植者 5 人が「侵入」してきたの
です。その時、そこにいた人々から一斉
に「出てゆけ」のコールが発せられ、緊
張する空気があたりを支配しました。

しかし、現在ここには若者達の入場が
イスラエル軍により禁止されているの
で、暴力と流血の事態にはなりませんで
した。

以前は、この場所＝イスラム教の聖地
に入植者が入り込みアクサモスクを破壊
することは想像できませんでした。にも
かかわらず、目の前で実際に起こってい
る事実は、今までにも増して、イスラエ
ル軍からのパレスチナに対する弾圧と抑
制、イスラエル当局のコントロールが一
層強化されているのを実感させられまし
た。

すでに世界で有数の強力な軍事国家で
あるイスラエルを相手に、パレスチナが
軍事的対決を考えることはできません。
国際法違反である「入植地政策」をた
だちにやめさせる国際世論を大きくして
ゆかなければならないと心から思うので
す。

その帰り、オーストリアホスピスの前
のカフェでティータイムをとり、適当に
写真を撮りながらイスラエル兵と治安警
察行動観察行いました。（いい場所なの
で、ここで毎回、定点観察所をしている
のです）

お昼になると・・・近くの入植者たち
も続々集まってきた。

１軒の土産物店が入植者の『指導』で
道路に出ている品物をしまわせられてい
た。

11:30 ごろ、近くの EL-WAD	Rd との
交差点で、一名のパレスチナ青年が５〜
６名の入植者に囲まれて「尋問」を受け
はじめた。写真を撮りながら・・観察・・・

ベルトを抜かれ、上着をはがれ、ズボ
ンの中に手を突っ込まれでいた。一人は
外を向いてまわりを注視し、他の者達は
恐怖に緊張する青年をいたぶるかのよう
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は被害が大きく、先日も天井が落下し、
その下に入院いていた母子が危うく命を
落とすところでした。もちろん、外来
も混雑し、外科系・内科系、それぞれの
ER（救急部）では、若手医師たちの声
が飛び交っていました（もちろん、アラ
ビア語です）。

さて、800 床規模のシーファー病院に
は、医師が 700 人在籍しています。こ
こでも若手医師が圧倒的ですが、全医
師の 60％は、無給で働いているのです。
医師の数か月単位の交代制で押し寄せ
てくる診療を維持しているとのことで
した。院内で会うどの医師からも「well	
come ＝ようこそ・・・」の声がかかり、
身内の感じを強く感じさせました。

整形外科・外傷部門責任者のブルシュ
先生（ルーマニア・ブカレスト大学出身）
がやってきて、院内の案内と整形外科病
棟の回診に誘われました。そこに行くと、
ノウルエーからの２名の整形外科医師と
１名の理学療法士に会いました。彼らは、
NORWAC という個人参加からなる医療
支援 NGO 組織から来ており、同行して
いる井上さん、白山さんともすぐに打ち
解ける・・・・「ガザ医療支援」という
共通の目的をもつもの同士は、国境を越
えて心が通い合うことをつくづく感じま
した。

彼らとも一緒に回診療し、下肢の銃創
をうけた若い患者さんもいましたが、レ
ントゲンをみるとその弾丸は、子弾薬を
詰め込んで、体内でさらに子弾薬が飛び
散るという、イスラエル軍と兵器産業が

「開発」した、新型弾丸＝ダムダム弾だっ
たのです。イスラエルは、「兵器」の開
発の実験場としてパレスチナを位置づけ
ているのです。

ブルシュ先生は、精力的に院内の案内
を続けてくれました。

ギブス室では、いまだ石膏のギブスを
使用しています。日本では 30 年前から
使用せず、現在はプラスティクギブスな
のですが「封鎖」による資材不足は、こ
うしたところにも出ています。

手術室は、６室ありますがフル回転
状態でした。予防衣を着用し、すべて

の手術をのぞいていると手術中の医
師・看護師たちから、ここでも「well	
come ！！！」のサインが出てくるので
した。

４）イスラエルの侵攻時、住民を救った
クエート病院

エジプト国境近くのラファにある
NGO クエート病院は、30 床程度の小さ
な病院です。前庭には、2014 年イスラ
エルの侵攻とそれによる死傷者とそれを
診療した職員たちの姿をパネルにしてい
ました。これは、犠牲者と 75 人の職員
と９名（＋パート医５名）の医師たちの
奮闘の記録でした。

この地域の人口は 280,000 人ですが、
他の２病院も入れて 75 人から 53 人ま
で減少し、大変な苦戦を強いられている
のです。

医師たちの懇談で、医師の月給が実は
500 ドル（約６万円）の低賃金で地域の
医療活動に携わっている事を告白してく
れました。

そ の 他、 民 間 NGO 病 院 で あ る AL	
WADA病院やVascular	and	rehabilitation	
病院、赤新月社病院などを視察しまた。

５）ハマス政権・保健省での懇談
前回に続き、今回で２度目の訪問です

が、前回面会した保健省大臣は、昨年の
「侵攻」の時にイスラエルにより殺害さ
れたのでした。

今回保健省前では、ガザ地区のメディ
アからインタビューを受けることになり
ました。日本から来た「北海道パレスチ
ナ医療奉仕団」を紹介し、訪問の目的と
ガザ地区の印象をお話ししました。

その後、保健省大臣のヨシフ・リーシュ
医師とシファー病院院長のアッバス医師
がガザの地区の医療状況を詳しく、丁寧
に説明してくれました。

印象に残ったことは、

①イスラエルの「封鎖」により人も物
も出入りできず、特にがん患者さん
が治療できずにいること（＝治療で
きずに死亡すること）、建築物の老

朽化と破壊によるインフラの悪化が
進んでいる事（環境衛生の悪化が進
行する）、

②悪性腫瘍の発生が増加している事、
特にイスラエルが使用する劣化ウラ
ン、DIME 弾がその原因かもしれず、
検討していること。

③小児の心臓奇や様々な先天異常が増
加している事

④イスラエルの「侵攻」のときには、
がん患者や慢性疾患の患者さんをに
他の病院に移ってもらい、外傷患者
さんの治療を優先せざるを得なく、
それらの患者さんに「医療中断」と
いうしわ寄せが行く

⑤小児整形外科の医師が全くいない
事態です。多くの子供が出産されま
すがその中にいる脳性麻痺や先天異
常、先天性股関節脱臼などを見るこ
とができずにいるのです。

ガザには、多くの若者がいます。現在
200 万人となったガザ地区の人口の中
で、18 歳以下の若者が実に 40% を占め
ているのがガザの人口構成です。

社会の高齢化に悩む日本とは逆に、未
来に向かって進むことができる「力を蓄
えている最中なのです。

知性豊かなパレスチナ人と彼らは、戦
後の日本の復興を例に出して、私たちか
ら何かを学ぼうとする姿勢に満ちていま
す。「イスラエルの封鎖」が廃止され、
イスラエルによるパレスチナへの抑圧が
解除される時には、パレスチナの発展を
このガザ地区がけん引する可能性が十分
あると思います。

これからパレスチナの解放を願うだけ
でなく、ともに取り組むこと・・・・・・・
その日が来た時には、嬉し涙を流して、
その喜びを分かち合いたいと思うのでし
た。
































